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「議会報告会を開催します」
　11月3日（土）に議会報告会を開催します。当日
は意見交換も行います。議員一同、皆さんの参加
をお待ちしています。

⇨詳しくは裏表紙へ

08 一般質問
14 議員研修会報告
15 市議会フォーカス［特別委員会］
16 議会報告開催のお知らせ

2 9月定例会ハイライト
3 委員会審査レポート
4 決算特別委員会
7 議案と審議結果一覧

主な内容 



平成30年度一般会計補正予算、
市有財産の無償貸付けなど

9月定例会ハイライト

【9月定例会の日程】
月　日 内　容

8月31日（金）本会議（開会、会期の決定、全議案一括上程）
9月 4日（火）本会議（一般質問）、決算特別委員会

5日（水）本会議（一般質問）
6日（木）本会議（一般質問）

7日（金）本会議（一般質問、議案質疑、議案審議、委員会付託）

10日（月）経済環境常任委員会、新市場整備・輸出拠点化等調査特別委員会
11日（火）建設水道常任委員会、空港対策特別委員会
12日（水）教育民生常任委員会
13日（木）総務常任委員会
18日（火）決算特別委員会
19日（水）決算特別委員会
20日（木）決算特別委員会
21日（金）総務常任委員会

27日（木）本会議（会議録署名議員指名、議案審議、閉会）

成田市議会からのメッセージ
定例会審議から、くらしにかかわる可決議案、報告などをピックアップします

決算議案を含む
26議案を可決・同意・認定

一般会計補正予算に対する付帯決議を可決

　平成30年9月定例会は、8月31日に招集され9月27日
まで28日間の会期で開かれました。定例会の初日には、
24議案が上程されました。
　9月4日には、決算関係議案を審査する決算特別委員
会が設置されました。
　一般質問は、9月4日から4日間、18人の議員が登壇
して行われ、7日には人事関連議案4件を同意しました。
10日からは各常任委員会、特別委員会が開かれました。
　最終日には、議案20件および一般会計補正予算に対
する付帯決議など発議案2件を原案どおり可決・認定し、
閉会しました。

　9月定例会では、議員から提出された議案（発議案）を可決し、
国および関係行政機関に意見書を提出しました。
　提出した意見書は次のとおりです。

■�東海第二原発の再稼働および運転期間延長を認め
ないことを求める意見書

国等に意見書を提出

　一般会計補正予算に対する付帯決議が提出され、可決
されました。
　補正予算では、中台運動公園水泳プール改修に係る事
業費の大幅な増額が示されましたが、完成後40年以上が
経過している現状から改修工事の必要性は理解するもの
の、5億円を超える増額補正に至った経過については疑問
を持つものであり、成田市議会として、今後の事業の執
行に当たっての意思表示をしたものです。

付帯決議の主な内容
1．�今後、執行機関の過誤による増額補正を提案するこ
とのないよう、計画性を持って執行すること。

2．�今回の増額補正額は、市民納税者の重い負担を生じ
させるものであることを十分認識した上で、真に市
民のために必要
な改修工事とな
るよう、より最
適な改修を進め
ること。

改修が予定される中台
運動公園水泳プール

付帯決議とは
　議決に当たり、その案件に付随的に付けられる意見
や要望の決議のことです。市長等に、その内容を尊重
する政治的・道義的な責務を負わせるにとどまり、法
的な拘束力は有しません。
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一般会計補正予算、市有財産の無償貸付け
　議案4件をいずれも可決しました。所管事務について4
件の報告を受けました。
　一般会計補正予算のうち中台運動公園水泳プール改修事
業に係る継続費の補正は、事業費の総額、期間および年割
額を変更するものです。増額約5億円の内訳、当初予算の
積算、改修工事に当たっての基本構想や基本設計の策定、
将来的なプールの位置付け、アイルランドパラリンピック
委員会と締結した覚書の内容、議会に対する速やかな状況
報告、今後の対策についての考えなど多くの質疑がありま
した。補正予算案に対しては修正案が提出されましたが否
決され、議案は可決となりましたが、付帯決議が提出され、
全会一致で可決しました。
　また、市有財産の無償貸し付けは、旧久住第二小学校の
跡地を有効に活用するため、公募により選定した事業者が
旅館業法に基づく簡易宿所営業を行うに当たり、無償で貸
し付けるものです。

委員会審査レポート
総務常任委員会

※�本会議で委員会に付託された主な議案と審査内容の概要および報告された内容
の一部を要約して紹介します。

市道路線の認定、景観計画の変更
　議案1件を可決しました。所管事務について2件の報告
を受けました。
　市道路線として認定する松崎湯川4号線用地については、
JR線は既に移設工事が完了した線路で運行を開始してお
り、移設により使われなくなった旧線路用地の盛り土等を
JR千葉支社が撤去中で、10月下旬には更地となる予定で
す。現在、工事発注に係る事務手続きを進めており、11
月頃から工事に着手し、年度末には供用を開始したいと考
えているとのことでした。
　景観計画について、景観形成重点地区における計画の一
部を変更し、太陽光発電設備のパネルは、全て届け出の対
象とし、開発行為の場合および屋外に土石、再生資源など
の物件を堆積させる場合は、区域面積が500平方メートル
以上で届け出の対象としました。

建設水道常任委員会

支所設置条例の一部改正、保育所設置条例の一
部改正、西部西地域包括支援センターの開設
　議案4件をいずれも可決し、陳情1件を不採択としまし
た。所管事務について4件の報告を受けました。
　建築から47年が経過し、施設の老朽化が著しい大栄支
所を、近接する保健福祉館大栄分館に移転し、平成31年1
月4日から支所業務を開始します。
　玉造保育園の老朽化に伴う大規模改修工事が完了し、定
員が150人から190人に増員されます。また、成田ニュー
タウン内保育園5園の大規模改修事業が完了したことに伴
い、赤坂保育園に休所する保育園の代替施設としての位置
付けがなくなります。
なお、赤坂保育園は存
続し、引き続き園児の
受け入れが行われます。
　はなのき台を除く公
津地区を担当地域とす
る西部西地域包括支援
センターが新たに開設
されます。

教育民生常任委員会

▶成田市立幼稚園及び小中学校の給食費無料化に関する陳情　　　不採択〈教育民生常任委員会〉
委員会で審査された陳情

JR成田駅前「成田からくり時計」の寄贈、アイ
ルランドパラリンピック委員会への訪問の報告
　所管事務について6件の報告を受けました。
　成田に思い入れのある篤志家から、成田山新勝寺の開基
1080年祭にあわせ、JR成田駅前に成田らしさを演出した
からくり時計の寄贈を受けました。名称は「成田からくり
時計」とし、JR成田駅参道口の駅前広場に設置されます。
完成後には新たなランドマークとして活用し、さらなる観
光客誘致につなげてい
きたいとのことでした。
　また、8月13日から
19日にかけてアイル
ランドパラリンピッ
ク委員会を訪問した
概要の報告がありま
した。

経済環境常任委員会

寄贈された成田からくり時計

改修された玉造保育園を視察
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決算特別委員会
平成29年度決算を可決および認定

委員長 村嶋　照等
副委員長 星野慎太郎

委員 荒川さくら 飯島　照明 神﨑　　勝 小山　　昭
小澤　孝一 荒木　　博 神﨑　利一 油田　　清
宇都宮高明 大倉富重雄

会計名 歳入 歳出 差引額
一般会計 659億6,743万円 615億8,246万円 43億8,497万円
国民健康保険
（事業勘定） 152億8,571万円 147億234万円 5億8,336万円

国民健康保険
（施設勘定） 1億5,582万円 1億4,805万円 777万円

下水道事業 24億5,792万円 22億9,283万円 1億6,509万円
公設地方卸売
市場 8億156万円 7億9,149万円 1,008万円

介護保険 67億4,066万円 64億8,949万円 2億5,117万円
農業集落排水
事業 1億7,238万円 1億6,916万円 322万円

後期高齢者医療 9億9,608万円 9億7,387万円 2,221万円
合　計 925億7,757万円 871億4,970万円 54億2,787万円

会計名 区分 収入 支出

水道事業会計 収益的収支 20億3,108万円 19億306万円
資本的収支 4億2,935万円 9億9,349万円

簡易水道事業
特別会計

収益的収支 3億3,133万円 3億3,025万円
資本的収支 870万円 1億2,015万円

平成29年度成田市一般会計および特別会計決算額 公営企業会計決算額

※�数値は万円未満を四捨五入しているため、合計と内
訳、パーセンテージが一致しない箇所があります。

一般会計【歳入】　主な内訳
予算現額674億3,194万3,995円に対し、決算額は659億
6,743万4,393円、前年度比で2.4％のプラスです。市税
は、全体で平成28年度と比較し７億4,047万6,257円の
増、割合で2.3％のプラスで、個人市民税および法人市民
税は景気の緩やかな回復などによる増収、固定資産税は新
築および増築された家屋に対する新規課税に加え、償却資
産における新規課税客体の把握や企業の設備投資の増加な
どでそれぞれ増額となっています。

　9月定例会では、平成29年度決算関係9議案を審査するための決算特別委員会（委員12人）が、9月4日に設置され、18日
から20日までの3日間にわたり審査を行い、いずれも原案のとおり可決および認定しました。

一般会計【歳出】　主な事業　カッコ内は決算額
国家戦略特区推進事業（17億9,352万円）、航空機騒音地域
補助事業（１億5,954万2,000円）、保育士確保・処遇改善
促進事業（4,150万7,000円）、病児・病後児保育施設整備
費補助事業（3,423万円）、いずみ清掃工場解体・ストック
ヤード整備事業（４億418万円）、強い農業づくり支援対策
事業（５億6,494万8,000円）、消防団車両・装備強化整備事
業（3,778万2,000円）、小学校大規模改造事業（５億9,492
万8,000円）、運動公園等整備事業（３億7,239万3,000円）、
豊住ふれあい健康館管理事業（1,936万5,000円）。

市税（50.5％）
332億 9109万円

繰入金（3.6％）
23億 5094万円

地方交付税（2.8％）
18億 5621万円

その他（5.6％）
36億 6931万円

国庫支出金（10.1％）
66億 3165万円

市債（7.6％）
50億 1350万円

諸収入（5.8％）
38億 1614万円

繰越金（5.2％）
34億 6248万円

県支出金（4.8％）
31億 4942万円

地方消費税交付金（4.1％）
27億 2669万円

一般会計
【歳入】
659億6743万円

民生費（29.5％）
181億 5634万円

総務費（18.5％）
113億 9137万円

教育費（14.2％）
87億 5642万円

土木費（9.1％）
55億 9252万円

衛生費（8.9％）
54億 5394万円

公債費（7.5％）
46億 5988万円

その他（12.3％）
75億 7199万円

一般会計
【歳出】
615億8246万円

委員会審査レポート
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主な質疑

個人番号カード等交付事業について、
実施状況と課題は
答弁 平成29年度の交付枚数は2,999
枚、平成28年1月の交付開始からの
累計では1万5,897枚で、人口に対す
る交付率は12.01％である。個人番号
カードは、証明書のコンビニ交付など、
行政手続きの利便性の向上の観点から
普及、啓発に努めているが、引き続き
市民に周知していくことが課題だと考
えている。

障がい者雇用推進事業における「チャ
レンジドオフィスなりた」の実績は
答弁 就労を目指す障がい者2名を非常
勤職員として採用し、庁内各課から依
頼のあった郵送物の封入や計画書等の
印刷の事務に加え、民間企業での実習
などを行った。結果として、千葉市内
の農園とエアライン関連の特例子会社
に、4月から、それぞれ採用されている。
現在2名とも継続して勤務しており、事
業所と連携して、ジョブコーチ（注1）や職
員の訪問による状況調査等を行いなが
ら、就労定着に向けた支援を続けている。

保育士確保・処遇改善推進事業とし
て、成田市は、他に先駆けて「なりた手
当」を始めたが、保育士の受け止めと効�
果は
答弁 平成29年度に「なりた手当」を支
給した222名の私立保育園の保育士に
対し、アンケート調査を実施したとこ
ろ、回答のあった保育士の93％から
「保育士の処遇改善に有意義であった」
という回答を得た。また、76％の保
育士から「今後も成田市で働こうとい
う意欲の向上につながった」との回答
があり、保育士の確保や離職防止に一
定の効果があったと考えている。

公債費負担比率について、NARITA
みらいプランの第3次実施計画では、
2020年度に13.8％になると見込んで
いるが、警戒ラインである15％に届
きそうになっていることをどう考えて
いるか
答弁 公債費負担比率については、実
施計画のローリングを通じ、比率が危
険水域に近づかないよう事業の精査を
行い、財政の健全性を保っていく。

平成28年度決算や当初予算と比べて、
個人市民税の所得割が増えている理�
由は
答弁 景気の緩やかな回復により個人
所得が増加したこと、就労意欲や社会
貢献意欲の高い高齢者の増加や女性の
社会進出などによりこれまで非課税で
あった方が課税者になったと考えられ
ることが挙げられる。

農産物消費宣伝事業における成田市産
特産物の宣伝の方法とその効果は
答弁 講習会の開催費や材料費の一部
を補助すること、また、成田市産農産
物をイベント等の際に来場者へ配布す
ることで、知名度の向上と、ブランド
産物としての位置づけの確保が図られ
ている。また、生産者団体等によるパ
ンフレットの作成など消費宣伝活動に
要する費用の一部を補助することで、
消費宣伝活動が、より一層、活性化さ
れ、成田市産農産物の知名度の向上に
結び付いていると考える。

（注1）ジョブコーチ…障がい者の就労に当たり、できることとできないことを事業所に伝達するなど、障がい者が円滑に就労できるように職場内外の支援環境を整える者

委員会審査レポート
決算を

Chec
k!※�本会議で委員会に付託された

主な議案と審査内容の一部を
要約して紹介します。

成田市議会だより　みんなのなりた　No.93　2018.11.1 5



●内窓設置工事等の防音工事
　内窓設置事業は、寝室の現状の窓の内側に、さらに防音
サッシを設置するもので、寝室の壁・天井工事が行われて
いない場合には、壁・天井の補完工事も行うことで、防
音効果を高めるものです。対象エリアは、騒特法のA滑走
路側の防止地区内で、対象世帯数は成田市では約470世帯、
事業開始日は10月1日で、同日に所在する住宅が対象とな
ります。なお、B、C滑走路や谷間地域は、今後、騒防法、
騒特法の区域設定後に速やかに実施するとのことでした。
　既存防音工事の充実は、現在、騒防法の第1種区域内で
行われている防音工事の内容の見直し、改善を行い、ペア
ガラスへの助成の見直し、世帯の人数による防音工事限度
額の柔軟化、浴室・洗面所・トイレの外郭防音化を実施す
るもので、A滑走路側の騒防法の第1種区域内で、これか
ら新たに防音工事を行う方、または建て替えにより防音工
事助成を受ける方が対象です。開始日は10月1日で、B・
C滑走路や谷間地域は、今後、騒防法の区域設定後に速や
かに実施するとのことでした。

●場内事業者へのヒアリング
　7月2日に、新市場への移転に当たっての実情を把握す
るため、委員会を代表して正副委員長の2名で場内事業者
へのヒアリングを実施し、施設使用料や移転支援策等につ
いての意見・要望を伺い、その結果について委員へ報告し
情報共有を図りました。
●閉会中の委員会開催（7月13日）
　場内事業者への移転に関するヒアリング結果と6月定例
会以降の事業の進捗について調査を行いました。
［主な質疑］
（問）ヒアリング結果を受け、施設使用料と駐車場使用料の
見直しの考えは。
（答）施設使用料は新たな料金体系を、現在は無料の駐車場
使用料は県内の他市場の動向を踏まえ、検討したい。
（問）新市場整備に係る工事への市内事業者の参入について
の考えは。
（答）予算規模に見合った工事発注の手法の中で検討している。

●内窓設置工事等に伴う市の新規事業等
　都市計画決定日後住宅空気調和機器設置工事補助事業は、
現在、騒特法防止地区内で防音構造が義務付けられ成田国
際空港株式会社等の防音工事の助成が受けられない住宅に、
内窓設置工事の開始に合わせ、市が独自の対策として、エ
アコン等の設置費用の95％を補助するものです。
　また、A滑走路に係る第1種区域における防音工事の施
工内容の改善としてペアガラスの助成、世帯の人数による
防音工事限度額の柔軟化、浴室・洗面所・トイレの外郭防
音化等が行われるとのことでした。
●その他
　執行部から成田空港のさらなる機能強化に係る説明会等
の状況、平成29年度成田国際空港周辺航空機騒音測定結
果（年報）、地方版図柄入りナンバープレート、また成田国
際空港株式会社から平成30年度北側脚下げ実態調査の結
果、カーフューの弾力的運用の実施状況、防音工事済住宅
の経年変化調査について報告がありました。

［9月定例会］
　議案2件をいずれも可決しました。卸売市場の再整備お
よび輸出拠点化推進事業について報告を受けました。
　調整池築造工事請負契約の締結は、卸売市場の再整備で
必要となる調整池の築造工事を行うものです。
　また、特別会計補正予算は、継続費について卸売市場整
備事業の期間と年割額を変更するもので、水産仲卸売り場の
希望こま数が、想定を大きく上回り、調整に時間を要したた
め、本体棟の完成が3カ月ほど遅れることによるものです。
●その他
　施設整備の進捗状況、高機能物流棟事業者募集の状況、
集客施設棟事業者募集要項（案）の公表、施設使用料の考え
方、新市場への移転に伴う事業者支援、日本の食品輸出
EXPO（エキスポ）への出展、場内事業者の輸出拡大に向け
た取り組みなどについて報告がありました。

空港対策特別委員会

新市場整備・輸出拠点化等調査特別委員会

成田空港のさらなる機能強化に係る内窓設置工事等の防音工事、内窓設置工事等に伴う市の新規事業等

閉会中も場内事業者ヒアリングを実施し、委員会を開催、定例会では特別会計補正予算を可決

委員会審査レポート
※�本会議で委員会に付託された主な議案と審査内容の概要および報告された内容
の一部を要約して紹介します。

成田市議会だより　みんなのなりた　No.93　2018.11.16



議案と審議結果一覧 ※○＝賛成、×＝反対、退＝退席、欠＝欠席

※議長（伊藤竹夫）は採決に加わりません。※会派名の略称は次のとおり　リベラル＝リベラル成田、共産党＝日本共産党、虹＝虹と緑

議
案
番
号

件　　　　　　　名
（件名は一部省略しています）

議
決
結
果

政友クラブ 豪政会 公明党 リベラル 新風成田 共産党 志政会 虹
神
﨑
　
　
勝

雨
宮
　
真
吾

湯
浅
　
雅
明

小
澤
　
孝
一

秋
山
　
　
忍

荒
木
　
　
博

村
嶋
　
照
等

石
渡
　
孝
春

宇
都
宮
高
明

海
保
　
貞
夫

飯
島
　
照
明

小
山
　
　
昭

神
﨑
　
利
一

上
田
　
信
博

青
野
　
勝
行

一
山
　
貴
志

水
上
　
幸
彦

大
倉
富
重
雄

海
保
　
茂
喜

伊
藤
　
竹
夫

油
田
　
　
清

鳥
海
　
直
樹

星
野
慎
太
郎

鬼
澤
　
雅
弘

荒
川
さ
く
ら

鵜
澤
　
　
治

福
島
　
浩
一

平
良
　
清
忠

会
津
　
素
子

　  ◆議　案

1 教育委員会教育長の任命（関
せき

川
がわ

　義
よし

雄
お

） 同
意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○

2 教育委員会委員の任命（佐
さ

藤
とう

　勲
いさお

） 同
意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3 人権擁護委員の推薦（三
み

浦
うら

　節
せつ

子
こ

） 同
意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4 人権擁護委員の推薦（村
むら

嶋
しま

　隆
たか

美
み

） 同
意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

5 成田市議会議員及び成田市長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例の一部改正
可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○

6 成田市支所設置条例の一部改正 可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ × 欠 ○ ○ ○

7 成田市保健福祉館設置条例の一部改正 可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ × 欠 ○ ○ ○

8 成田市保育所設置条例の一部改正 可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○

9
地方税法及び航空機燃料譲与税法の一部を
改正する法律の施行に伴う関係条例の整備
に関する条例の制定

可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○

10 成田市公設地方卸売市場再整備調整池築造工事請負契約の締結
可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ × 欠 ○ ○ ×

11 市有財産の取得（消防ポンプ自動車（CD－Ⅰ型））可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○

12 市有財産の無償貸付け（リオン不動産株式会社）可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○

13 市道路線の認定（松崎湯川4号線外5路線） 可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○

14 平成29年度成田市一般会計歳入歳出決算の認定
認
定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ × 欠 ○ ○ ×

15 平成29年度成田市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定
認
定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ × 欠 ○ ○ ○

16 平成29年度成田市下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定
認
定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ × 欠 ○ ○ ○

17 平成29年度成田市公設地方卸売市場特別会計歳入歳出決算の認定
認
定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ × 欠 ○ ○ ×

18 平成29年度成田市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定
認
定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ × 欠 ○ ○ ○

19 平成29年度成田市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定
認
定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○

20 平成29年度成田市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定
認
定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ × － × ○ ○ ○ × 欠 ○ ○ ×

21 平成29年度成田市簡易水道事業特別会計決算の認定
認
定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○

22 平成29年度成田市水道事業会計利益の処分及び決算の認定

可
決
及
び
認
定

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ × 欠 ○ ○ ○

23 平成30年度成田市一般会計補正予算（第2号）可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ × － × ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○

24 平成30年度成田市公設地方卸売市場特別会計補正予算（第2号）
可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ × 欠 × ○ ○

　  ◆発議案

1 東海第二原発の再稼働及び運転期間延長を認めないことを求める意見書
可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × 欠 × × × × × 退 － ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○

2 平成30年度成田市一般会計補正予算（第2号）に対する附帯決議
可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 退 退 欠 退 退 ○ 退 退 ○ － ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○
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問 成田財特法（注2）は千葉県や空港周辺市町
村が道路や下水道などを整備する際に、

国の補助率をかさ上げするもので、今年度で期
限が切れる。財特法を活用した取り組みとして
幹線道路や河川の整備、成田ニュータウンの宅
地造成事業などが行われているが、全体に投資
された事業費は。また、今後の取り組みを伺う。

答 千葉県が策定した成田国際空港周辺地域
整備計画によると、計画事業費は総額約

4,900億円で、道路整備費が約1,700億円、河
川整備費が約340億円、上下水道や公園、ごみ
焼却場等の生活環境施設整備費が約400億円、

問 従前から行われている教育委員会会議お
よび平成26年の教育委員会制度改革で

設置された総合教育会議の現状と子どもの貧困
対策への取り組みについて伺う。

答 教育委員会会議では、教育行政の執行機
関として、教育の中立性・継続性・安定

性を確保しつつ、学校教育等の充実発展に努め
ている。また、総合教育会議では、市長と教育
委員会がさまざまな意見交換を通じて協議調整
しており、設置からこれまで5回開催し、教育
大綱の策定のほか児童生徒の不登校の現状など
について報告および意見交換を行っている。今

教育施設整備費が約260億円、消防施設費が
約13億円、農地および農業用施設整備費が約
830億円、その他鉄道や職業訓練校などの整備
費が約1,350億円である。これらは、成田市と
空港周辺で計画し実施されたが、都心から空港
への交通網の整備を図るための広域的な事業も
含まれる。また、現行法は平成30年度末が期
限だが、期限の延長や法改正を引き続き要望し
ていく。

後とも、両者が教育施策の方向性を共有しなが
ら、協議調整していきたい。また、経済的理由
により就学が困難な児童生徒、またはその保護
者に対する支援として、平成29年4月より、新
入学児童生徒学用品費の支給額を引き上げると
ともに、マイナンバー制度の活用による添付書
類の削減などにより保護者の申請手続きの負担
軽減を図り、入学前の3月に支給できるよう規
則改正を行っている。

その他の質問
◆�都市計画マスタープランによる新駅構想の考え方
◆今後の市立小中学校適正配置統廃合の考え方
◆公文書管理と情報公開

その他の質問
◆都市計画道路について
◆受動喫煙の防止を

平
良
清
忠 

議
員

1

2

成田財特法を活用した取り組みは

教育委員会の取り組みは

　市政に関する一般質問は、9月4日
から7日までの4日間行われ、18人の
議員が登壇しました。質問と答弁の内
容を要約して掲載しています。

一般質問
ここが知りたい！

※一般質問とは議員が市政の方針や考え方を
　市長などに聞くものです。

水
上
幸
彦 

議
員

（注2）成田財特法…成田国際空港周辺整備のための国の財政上の特例措置に関する法律
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ここが知りたい　一般質問

問 昨今、全国的に地方自治体は極めて厳し
い財政状況を迎えている中、成田市の財

政状況は良好と言われるが、歳出の増加は全国
自治体と変わらない。国はPFI事業を積極的に
推進すべき人口形態を20万人以上としている
が、成田市は20万人規模以上と同等の大型事
業を遂行している市として、PFI事業に積極的
に取り組む必要があるのではないか。PPP（注3）・
PFI手法導入についての考えと、今後、どのよ
うな事業がPFI導入対象事業となるのかを伺う。

答 総合計画の基本施策である、効率的・効
果的な行政運営では、民間活力を積極的

問 成田市教育委員会では、ブロック塀の安
全点検で対応すべき箇所が見つかり、早

急にブロック塀の撤去や改修等を行うとのこと
だが、撤去および改修等のスケジュール、経費、
予算措置は。また、学校施設外の危険ブロック
塀の改修等について、講じている対策は。

答 学校のブロック塀については、6校9カ
所のうち5校5カ所の撤去を終えており、

残りの塀も本年度の早い時期に対応したい。改
修等が必要なものは、設計に時間を要するもの
等であったので、必要な予算を確保して平成
31年度までに改修を行い、施設の安全を確保

問 成田市内の騒音地域では、線引きによる
地域の分裂や移転により、過疎化が進む

地区がある。法令は遵守すべきだが、一部の地
区の孤立に対策を講じないのは、あまりにも心
がない。民間活力を取り入れ、官民一体で騒音
地域の存続、活性化に積極的に取り組み、過疎
化防止のための地域づくりを支援すべきではな
いか。騒音地域や移転対象地区の地域づくりの
考え、取り組みを伺う。

答 騒音対策に関し、四者協議会で確認され
た飛行経路下における静穏時間を7時間

にまで拡大することや、内窓設置区域を拡大す

に活用するとしており、また成田市公共施設等
総合管理計画では、PPP・PFIの手法を積極的
に検討するとしている。成田市が今後予定して
いる大規模事業の中には、赤坂地区の複合施設
整備や玉造給食センターの再整備などがあり、
これらの施設整備に当たってはPPP・PFI手法
の導入も検討していきたい。

していく。また、通学路等学校施設外の危険ブ
ロック塀については、危険と思われる箇所の把
握に努めると同時に、ホームページや広報なり
たで、ブロック塀の安全基準や相談先を掲載し、
市民に協力をお願いしている。危険と思われる
ブロック塀等の相談が寄せられた場合には、成
田市の土木部職員が安全点検を行い、状況に応
じて、所有者に点検や改善をお願いしている。

ることの早期実現に向け取り組んでいく。また、
地域振興策として、産業振興やインフラ整備等
の各種施策を盛り込んだ、成田空港周辺の地域
づくりに関する基本プランが千葉県から示され
ており、国、千葉県、空港周辺市町、成田国際
空港株式会社が一体となって、空港周辺地域の
振興策に取り組んでいく。成田市としても、空
港を擁するという特性を生かしながら、ブラン
ド力のある農産物等を活用した産業振興を推進
するとともに、民間企業の協力もいただき、騒
音地域の活性化につなげていきたい。

PPP・PFIの取り組みは

騒音下や騒音地域に隣接している地域への対応は

4

3

5

その他の質問
◆学校のICT環境整備
◆小中学校の熱中症事故防止に対する取り組み

その他の質問
◆PPP・PFIの庁内職員研修
◆ラグビーワールドカップ2019に向けて
◆小中学校の夏休み期間短縮

鳥
海
直
樹 

議
員

雨
宮
真
吾 

議
員

ブロック塀および通学路等への安全対策は

青
野
勝
行 

議
員

（注3）PPP…public private partnership 公民が連携して公共サービスの提供を行う枠組みのこと
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問 元日本原子力研究開発機構研究員で原発問題のス
ペシャリストである岩

いわ

井
い

孝
たかし

氏講演の「東海原発を
考えるつどい」に参加した。岩井氏は、新規制基準に適
合しても、重大事故の可能性はあり、原発の再稼働はや
めるべきだと指摘した。東海原発から80キロ圏に位置
する成田地域が被災者にならないためには再稼働の中止
が最善と思うが、見解は。

答 東海第二原子力発電所の原子炉は現在稼働停止
で、11月下旬までに再稼働の条件を満たせなけれ

ば廃炉となると伺っている。日本のエネルギー政策では、
原子力発電を安全性の確保を大前提に、長期的なエネル
ギー需給構造の安定性に寄与する重要なベースロード電
源（注5）と位置づけ、また、再生可能エネルギーは、現時
点では安定供給面、コスト面で課題が存在するが、エネ
ルギー安全保障にも寄与できる重要な低炭素の国産エネ
ルギー源として、引き続き積極的に推進するとしている。
中長期的には原子力発電への依存度は低減すると考える
が、今後の国のエネルギー政策の動向を注視していく。

問 特別支援学級に通う子どもの保護者から、養護補
助員の増員を求める声が届いている。平成29年

は養護補助員がクラスに1名配置されていたが、今年は
配置されておらず、子どもは先生に声をかけづらくなり、
不安な様子で、親から見ても担任の先生だけではサポー
トしきれないと感じているとのこと。また、学校側から
は、児童生徒の情緒の安定、安全確保、学習の個別支援
などから、特別支援教育支援員を増員していただきたい
という声も受けている。児童生徒の成長をよりしっかりと
サポートするために、養護補助員と特別支援教育支援員、
それぞれの増員について要望するが、考えを伺う。

答 養護補助員およ
び特別支援教育

支援員の増員について
は、今後も児童生徒の
実態とニーズの状況を
踏まえ、必要に応じて適切に対応していく。

問 平成26年6月の医療介護総合確保推進法
の成立を受け、千葉県では千葉県保健医

療計画を策定しているが、成田市における、医
療と介護の連携への取り組みと、連携を進める
上での課題について伺う。

答 平成28年度より、在宅医療・介護連携
推進事業を実施しており、平成30年4月

に医療介護関係者への相談窓口を備えた在宅医
療・介護連携支援センターを設置している。連
携を進める上での課題としては、在宅医療実施
医療機関や訪問看護ステーション等の医療資源
の不足や医療介護関係者間の情報共有のあり方

などであるが、成田市医師団や介護関係者と協
議しながら、
課題解決に向
けて取り組ん
でいく。

その他の質問
◆ユニバーサルデザイン（注4）のまちづくりの取り組み
◆電子マネー「うなりくんWAON」にポイント付与
◆�市民・献体火葬場使用料と今後の斎場整備計画

鵜
澤
　
治 

議
員

その他の質問
◆JR成田駅の利便性の向上
◆JR成田駅参道口の駅前有効活用
◆京成成田駅参道口の今後の再開発は

その他の質問
◆成田空港の飛行制限拡大､ きっぱりやめて
◆計画地周辺住民の声が届く市残土規制条例を

東海第二原発は､
再稼働の中止こそ
最善です

医療と介護の連携への取り組みと課題は 6

小中学校の特別支援
学級へより充実した
支援を

星
野
慎
太
郎 

議
員

大
倉
富
重
雄 

議
員

（注5）ベースロード電源…季節、天候、昼夜を問わず、一定量の電力を安定的に低コストで
供給できる電源

（注4）ユニバーサルデザイン…文化、言語、国籍の違い、老若男女といった差異、障がい・能力のいかんを問わずに利用することができるように目指した施設、製品、情報などの設計のこと

介護分野では10月に西部西地域包括
支援センターがオープン
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問 佐倉市では、市有施設における農薬、殺虫剤等の
薬剤使用に関する基本指針が定められている。さ

らにこの基本指針を周知させるため、研修を実施するこ
とが明記されており、各施設の代表者が集まって、農薬
に関する研修や情報交換を行うという機会を設けてい
る。成田市においても同じような取り組みが必要なので
はないか。

答 国からの「住宅地等における農薬使用について」と
いう通知では、地方公共団体の施設管理部局の担

当者は、通知の周知徹底を目的とした研修に定期的に参
加することが取り組み事例として掲げられている。まず
はこうした農薬の安全使用に関する研修に参加していき
たいと考えており、参加して得た知識、あるいは取り組
むべき事項等を市有施設の所管課が情報共有できる機会
を設けることを検討していく。

問 この夏の暑さは異常とも言え、今後は暑さ対策が
必要になる。文部科学省も暑さへの対策を促して

おり、学校へのエアコン設置の動きは加速すると思うが、
現状を伺う。さらに、一般開放され、地域活動施設として
の機能があり避難所にもなり得ること、夏場の屋外の体育
の授業の代替実施が可能となることから、体育館にもエア
コンを設置すべきではないか。今後の体育館や特別教室
へのエアコン設置の考えを伺う。

答 小学校、中学校および義務教育学校については、
学習の効率や意欲の向上を図るため、全ての学校

の普通教室にエアコンの設置を終え、教育環境の改善を
図っている。体育館にエアコンを設置している学校はなく、
室内環境の整備を検討していきたい。また、学校周辺へ
の騒音や教室の特性などから、音楽室、図書室、コンピュー
ター教室などにエアコンを設置し、特別教室全体での設
置割合は68.9％だが、家庭科室や理科室等の約80教室
に設置していないので、今後は国の補助金枠の拡大など、
動向を注視し検討を始めたい。

問 米の生産調整の効果についてどのように
捉えているのか、また飼料用米の出荷体

制の簡素化を図るため、フレコンバッグ（注6）に
よる出荷が主流となるが、出荷設備への助成に
ついて、見解を伺う。

答 米の生産調整の効果としては、米の過剰
生産や在庫が削減されることから、米価

の安定化につながると考えている。また、主食
用以外の加工用米や飼料用米の生産取り組みに
対しては、国、県および市の助成金が受けられ
ることから、確実な収入が確保でき、安定した
農業経営が可能となると認識している。フレコ

ンバッグ出荷に対応する施設設備への支援につ
いては、農家の負担軽減を図るため、千葉県の
飼料用米・加工用米等流通加速化事業を活用し
て支援を行っている。

その他の質問
◆水田における農薬空中散布の効果は検証しているのか
◆学校給食に有機米の導入を

その他の質問
◆下総運動公園の管理
◆スポーツ施設および学校体育施設開放の利用時間

福
島
浩
一 

議
員

会
津
素
子 

議
員

ここが知りたい　一般質問

公共施設における
農薬使用は

11

学校における
エアコン設置の
現状は

米の生産調整の効果と飼料用米の出荷設備への助成を

その他の質問
◆�診療を再開した国保大栄診療所の今後の運営方
針

飯
島
照
明 
議
員

（注6）フレコンバッグ…フレキシブルコンテナバッグの略称。粉末や粒状物の荷物を保管・運搬するための袋状の包材のこと
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ここが知りたい　一般質問

問 高齢者への買い物支援対策について、介
護予防・日常生活支援総合事業を活用で

きないか。

答 制度上、高齢者の買い物の支援を介護予
防・日常生活支援総合事業に位置付けて

行うことは可
能である。現
在、介護保険
の要支援者な
どを対象にし
た買い物や掃
除、調理等の

問 成田市は災害時における指定避難所の開
設および運営を行うため、避難所運営委

員会の設置を進めているが、現在の設立状況に
ついて伺う。

答 災害時において、指定避難所を利用する
地域住民が主体的に避難所の開設および

運営を円滑に行うことができるよう、避難所運
営委員会の設立を進めており、現在、避難所運
営委員会の設立状況は、市内52カ所の指定避
難所のうち9組織、10避難所で設立され、組織
率は19.2％である。自助・共助による取り組
みは重要であることから、区・自治会等への啓

問 ６月に発生した大阪府北部地震により、
通学途中の女子児童が亡くなる事故が発

生した。これを受け、学校施設や通学路の安全
確保の観点から、ブロック塀の撤去費用を補助
する自治体が増えており、成田市においても補
助事業を行うべきと考えるが、見解を伺う。

答 ブロック塀の撤去等の助成制度について
は、千葉県内でも、安全診断や撤去費用

に対して助成制度を設けている自治体がある
が、築造された時期や形態等がさまざまである
ことから、撤去費用等への補助や助成制度の公
平性については、慎重に検証する必要がある。

生活支援サービスに加えて、成田市が独自に養
成した成田市認定ヘルパーが買い物支援を提供
する基準緩和型訪問サービスを実施している。
ヘルパー養成研修の修了者の多くは元気な高齢
者で、今後の高齢者の生きがいの創出や社会参
加を含めた地域の支え合いの体制づくりを進
め、今後実施するアンケート調査で実態を明ら
かにし、高齢者のニーズに応じたサービスの構
築を検討する。

発を通じて、地域防災力の向上を図り、全ての
指定避難所に避難所運営委員会を設立できるよ
う取り組んで
いく。

今後、他自治体の助成制度の背景や内容などを
調査していく。

その他の質問
◆運動施設や公園における熱中症対策
◆学校防災マニュアル

高齢者の住みやすいまちづくりを

学校施設や通学路におけるブロック塀等の安全確保を

13

12

14

その他の質問
◆高齢者の移動対策
◆地震・豪雨災害の対応
◆�急傾斜地崩壊対策事業および崖地整備費補助事
業について

その他の質問
◆�いきいき百歳体操の現在の活動と目標は
◆�防災対策で学校施設のブロック塀の調査を
◆�騒音による新たな移転対象住民への対応は

鬼
澤
雅
弘 

議
員

小
山
　
昭 

議
員

避難所運営委員会の設立状況は

一
山
貴
志 

議
員

元気に健康で百歳体操（本三里塚区宮下）
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ここが知りたい　一般質問

問 LGBT（注7）など性的マイノリティは、人
権問題として当事者への偏見、差別をな

くすこと、また当事者であるなしにかかわらず、
分け隔てなく生活ができるよう対策が必要であ
る。日本学術会議の「性的マイノリティの権利
保障を目指して」という提言では、性同一性障
害者のほとんどが小学校入学以前に性別違和感
を自覚し始めているとのこと。周りに自分の将
来を想像できる人がいないことで、子どもたち
は強く悩む。また、学校生活では男女どちらの
トイレも入れないことや制服が着れないという
問題を抱えている。学校での性的マイノリティ
の子どもへの具体的な対応は。

問 落下物対策総合パッケージは、機体の改
修といったハード面のほか、整備・点検

や落下物があった場合の原因究明・再発防止の
検討体制といったソフト面の両面から、航空会
社に基準に基づいた対策を義務付けることにな
るが、安心安全が見える防止対策となるのか。

答 航空機からの落下物については、未然防
止策こそが重要だと認識している。落下

物対策総合パッケージにおける対策等は、有識
者、国、航空事業者、空港管理者、航空機メー
カー、その他の関係者が一丸となり、検討した
内容であることから、より一層落下物対策の情

問 政府は、外国人労働者の拡大に向けて平
成31年4月より、新たな在留資格の運用

開始を決めた。現在は在留する外国人の言語習
得や、国・地方自治体の責務を定めた法律はな
いが、日本最大の国際空港を有する市として、
法律を待つことはできない。成田空港の機能強
化が決定されて、市内在住外国人の増加が予測
されるとき、埼玉県川口市の「多文化共生指針」
のような共生指針の策定が必要ではないか。

答 成田市に住む外国人は、人口の3.8％を占
め増加傾向にあり、言語や文化、生活習

慣の異なる方々との共生は、重要だと認識してい

答 性同一性障害をはじめとする性的マイノ
リティの児童生徒に対しては、学校生活

のさまざまな場面で悩みや不安等に十分配慮し
ながら対応している。制服や体操着の着用につ
いては、児童生徒や保護者の意向を尊重し、柔
軟な対応に努めている。トイレについては、大
多数の学校で多目的トイレが設置されており、
安心して学校生活が送れるよう、希望するトイ
レの場所や使用時間に配慮している。

報共有が図られると期待しており、今後は、こ
のパッケージにより、落下物対策がより一層進
むと考えてい
る。

る。外国人相談、日本語教育補助員の配置、国
際市民フェスティバルの開催、友好姉妹都市と
のホームステイやサッカー交流などを通じて、理
解が深まるよう努めている。成田市で共生指針
などを策定する予定はないが、個々の課題への
対処や、国際交流イベントなどを通じて外国人と
共生できる地域づくりを進めていく。
その他の質問
◆�医学部開学、付属病院開院を核とした医療産業
集積の戦略を

◆�第3滑走路供用時までに、成田空港手前の鉄道
単線区間の複線化を

◆�成田ニュータウン再生へ、UR都市機構等と団
地再生共同事業体の設立を

LGBTなど性的マイノリティの子どもへの配慮を

在住外国人と共生していくための指針づくりを

16

15

17

その他の質問
◆�住民感覚に沿った航空機騒音の影響から、夜間
飛行制限の緩和をすべきでは

◆�法制定の目的と趣旨に基づく成田財特法の継続
◆�清掃工場から始めるエネルギーの地産地消と付
帯施設の展望は

その他の質問
◆通学路などのブロック塀対策への補助を
◆災害時のエレベーターの閉じ込め対策について
◆家具の転倒防止対策への助成制度創設を

荒
川
さ
く
ら 

議
員

海
保
茂
喜 

議
員

落下物対策総合パッケージは防止対策となるのか

（注7）LGBT…レズビアン、ゲイ、バイセクシュアル、トランスジェンダーの頭文字をとり、性的少数者の一部の人々を指した総称

宇
都
宮
高
明 

議
員

航空機から落下した部品
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問 教職員が疲れ切り、子どもたちと向き合
う時間も少なくては、よい教育はできな

い。中教審緊急提言では、教職員の長時間勤務
の実態が看過できない状況で、学校における働
き方改革を早急に進める必要があると指摘して
いる。千葉県では、6月に市町村立学校の教職
員の勤務実態を調査したが、現状は。また、学
校閉庁日の設定や勤務時間外の連絡体制の整備
が示されているが、取り組みの状況は。

答 千葉県教育委員会が6月に実施した勤務
実態の状況調査結果では、教職員の平均

在校時間は、平日は小学校で11時間42分、中

学校で11時間47分、休日は小学校で2時間49
分、中学校で2時間56分、1カ月の超過勤務が
80時間を超える割合は、小学校で34.5パーセ
ント、中学校で35.7パーセントである。また、
成田市では、8月13日から17日の5日間を学校
閉庁日とし、教職員が前後の週休日と合わせ9
日間連続した休暇を取るのを可能にし、学校へ
の緊急の連絡は、教育委員会が対応すると周知
した。この期間の問い合わせは、転出入に関す
ることの1件だけだった。

18
油
田
　
清 

議
員

教職員の多忙化解消に向けて

その他の質問
◆子ども食堂との連携
◆地域公共交通網形成計画の策定

　

　マチイロは、自治体が発行する広報紙やホームページの新着情報をスマートフォ
ンやタブレットで読むことができるアプリです。

市議会だよりがアプリ「マチイロ」でご覧いただけます

　成田市議会議員団では、議員の資質向上、議員
活動の向上を目指し、研修会を行っています。
　8月29日には、「議員の権限と義務、議員の「思
い」を実現するために」をテーマに、新潟県立大学
国際地域学部准教授の田

た

口
ぐち

一
かず

博
ひろ

氏を迎えて開催し
ました。

議員研修会を開催

　8月20日に中学生議会が開催されました。中学生に
市議会について体験的に学んでもらうことで、市政へ
の関心を深めてもらうことを目的として開かれるもの
です。市内中学校11校から代表24名が出席し、模擬
議長選挙の実施や市政について中学生の視点で「うな
りくんの有効活用」などのさまざまな質問や意見が出
されました。

中学生議会を開催

マチイロQRコード
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　特別委員会は、議会が特に必要があると認めた事件を審査するために、
その都度設置される委員会です。常任委員会と異なり、常設的な機関では
なく、案件がなくなれば特別委員会もなくなります。現在、成田市議会に
は、空港対策特別委員会と新市場整備・輸出拠点化等調査特別委員会の2
つの特別委員会が設置されています。

市議会フォーカス ― 市民にとって身近な市議会を目指して

特別委員会って何？

　国における首都圏空港のさらなる機能強化に向
けた検討や、空港容量拡大による騒音対策および
落下物対策、地域振興策など、さまざまな問題が
山積する中で、空港と共存共栄を図り、市民がよ
りよい生活を送れるよう、空港に関する諸課題に
ついて調査を行っています。

［最近の活動］
　9月11日に開催された委員会後、西大須賀地先
に新たに整備された内窓効果体験住宅の視察を実
施しました。
　また、10月2日から4日にかけて実施した行政
視察では、中部国際空港、県営名古屋空港、伊丹
空港にそれぞれ地域振興策・騒音対策等について
視察を実施しました。

　新市場は平成32年度の開場が予定されてい
ますが、今後の施設整備等に多額の財政負担が
見込まれるとともに、施設の整備や運営の手法、
輸出拠点化に向けた取り組みなど、さまざまな
課題があると考えられることから、新市場の整
備や輸出拠点化事業の推進に当たっての諸課題
について調査・検討を行っています。

［最近の活動］
　7月2日に場内事業者への移転に関するヒア
リングを行いました。
　また、9月10日に開催された委員会後、新市
場整備用地の視察を実施しました。

空港対策特別委員会

新市場整備・輸出拠点化等調査特別委員会

中部国際空港を
視察

内窓効果体験住宅
の視察

公設市場移転予定地を
視察

新市場への移転に関する
ヒアリング
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12月定例会は、11月22日(木) 開会予定です。
「成田市議会だより」についてのお問い合わせは、議会事務局へ。

〒286-8585 成田市花崎町760
TEL	0476（20）1570
FAX	0476（24）0336
成田市議会 検索

コーヒータイム
　この秋は天災が集中して発生しているようです。
20号に続いて大型の台風21号も近畿地方に上陸し
関西地方一帯に大きな被害をもたらし、また、震度
７という激震が北海道を襲いました。被災地の速
やかな復旧を願うばかりです。秋も深まった候とは
いえ、まだ野

の

分
わき

(台風)の季節でもあります。その上
陸地点の地名に雑学的に想いを馳せてみると、近畿
地方の近畿は、「畿(都)に近いところ」から呼称され、
関西地方は、要害堅固の関門、中国の函

かん

谷
こく

関
かん

を箱根
の山に置き換えて、それ以西を関西、東側を関東に
したとされています。
　これ以上の野分のわが国訪問を固辞しつつ…

　吹き飛ばす 石は浅間の 野分かな  
芭蕉(更科紀行)

広報広聴委員　雨宮真吾

議会報告会を開催します
　成田市議会では、議会の活性化と市民に開かれた議会の実現のため、議会報告会を下記のとおり開催いたします。
この報告会では、定例会における審議の内容や過程の説明ほか、参加者との意見交換などを予定しております。多く
の皆さまのご来場をお待ちしておりますので、ぜひご参加ください。

※�参加を希望される方は当日直接会場へお越しください。各会場と
も駐車場に限りがありますので、なるべく公共交通機関をご利用
ください。

※�［午後の部　市役所会場について］
　�　議会報告会当日の11月3日（土）は、庁舎改修工事に伴い照明・
空調等の使用制限があるため、ご不便をおかけすることになりま
すが、あらかじめご了承くださいますようお願いいたします。

※詳しくはホームページをご覧ください。

開催日 時間 会場 意見交換のテーマ

平成30年
11月3日（土）

午前10時〜12時 もりんぴあこうづ　2階
MORI×MORIホール 子育てについて

午後2時〜4時 成田市役所　行政棟1階
市民ロビー 防災について

　市議会だよりが「ちいき本棚」でもご覧いただける
ようになりました。
［パソコン］で読む
「ちいき本棚」を検索するか、
「http://cccc.backshelf.jp/」にアクセス
［スマートフォン・タブレット端末］で読む
①無料アプリ「Side Books」をインストール
②�Side Booksの「本棚切り替え」で「ちいき本棚」を
選択します。
　市議会だより88号よりご覧いただけます。

「ちいき本棚」とは：全国の市町村の、個性あふれる
「ちいき」の情報をひとつの本棚でシェアする電子書
庫です。日本全国の広報紙や議会だより、観光ガイ
ドなどを、無料で読むことができます。

市議会だよりが「ちいき本棚」で
ご覧いただけます。

「成田市議会だより」は、グリーン購入法に基づく基本方針の判断基準を満たす用紙、
誰にでも読みやすいUD（ユニバーサルデザイン）フォントを使用しています。


